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谷村 祐花（最優秀賞）
京都市出身。
京都のデザイン会社で広告をつくっている。
自分のスタイルのデザインを確立させていきたい。

時藤 愛

神戸市出身。
現在はインテリアメーカーのデザイナーとして修行中。
将来は自身のイラストレーションやグラフィックをもとに、
分野に縛られず、様 な々デザインを作りたい。

橋本 隆史

神戸市出身。
大学院生としてデザインについて学んでいる。
デザインの技術を活かして、社会貢献できたらと思っている。

アゴストン・アリンコ Agoston ALINKO（最優秀賞）
ブダペスト（ハンガリー）出身。1989年生まれ。14歳の時にフラ
ンス留学を決意。フランス国立高等装飾美術大学（ENSAD）
卒業後はハンガリーには戻らず、フランスでの生活を予定。昨年
半年間、阿佐ヶ谷美術専門学校にて学ぶ。フォルムを追求し、
生のままの表現をすることで、シンプルさ故に意味のあるような作
品づくりを目指す。

ノルヴェン・ヴュイリエ Nolwen VUILLIER

1991 年パリ生まれ。ENSADイマージュ・アンプリメ専攻。半
年間ニューヨークのパーソンズ美術大学イラスト科で学んだ後、
ENSADでの学業を修了するため、たくさんのデッサンとアイディアを
フランスに持ち帰ったところである。

マリー=ガブリエル・ジャニィ Marie-Gabrielle JANY

1991 年フォントネー・オー・ローズ（パリ郊外）生まれ。デッサンと裁
縫を愛するENSAD の学生。現在５年生（最終学年）で、将
来はイラストで仕事をしていきたいと考えている。今回提案した表紙
は、トワル・ド・ジュイというフランスの伝統的な布地のデザインに着想
を得て、その特徴的な部分（赤色、円形や楕円形の枠、花柄）
を生かしつつ、フランスの美食をテーマとして描いた。

笹川日仏財団
活動報告

本報告書の表紙を飾るのは、フランス国立高等装飾美術大学（ENSAD）と京都

市立芸術大学ご協力のもと、2013年に当財団が実施したコンクールの最優秀作

品です。

コンクールにはENSADでイマージュ・アンプリメを専攻する学生（3年生）と京都市

立芸術大学ヴィジュアル・デザイン科に所属する学生（4回生）が参加しました。

彼らへの課題は、それぞれ自分の国を紹介する絵を描くということ。

出品された中から2作品が最優秀賞に輝きました。ひとつはENSADのアゴストン・ア

リンコさんの作品で、日本語版の報告書の表紙を飾っています。もう一つは谷村

祐花さんの手になるもので、こちらはフランス語版の表紙に選ばれました。2名に

は1,000 €（10万円）の賞金が授与されました。その他各校から2作品ずつ、計

4作品が入賞し、ノルヴェン・ヴュイリエさん、マリー=ガブリエル・ジャニィさん、

時藤愛さん、橋本隆史さんには賞金として250€（3 万円）が贈られました。

このコンクールに熱意を持って参加してくださった学生のみなさんと、ENSADのグ

ザヴィエ・パンゴー先生と前田宏先生、京都市立芸術大学の辰巳明久先生に厚

く御礼申し上げます。
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理事長からの
メッセージ

2011年3月、日本は津波を伴
う記録的な大地震と原発事
故という、未曾有の大災害に
見舞われました。この惨事か
ら3年が経過したものの、災
害の影響は大きく、被災地は
未だ人が住めない状態のま
まです。こうした状況は今後
いつまで続くかわかりません。
東日本大震災で目の当たりに
した光景や当時の動揺は、

決して消えない記憶として私たちの心に刻まれました。災害
後に急速に高まった連帯感もまた、忘れてはならないものです。

この災害では発生直後より、規模の大小を問わず、各方面
で実に多くのイニシアティブが生まれました。時には、強い意
欲がありながらも、資金面での後押しが足りないケースもあり
ました。当財団の理事役員たちはこの大災害を通じて、これ
までとは別の視点から、「フランスと日本との文化交流や友
好関係を深める」という当財団の任務の意義をより深く認識
することとなりました。私たちには責任があり、行動する必要
があったのです。

当財団はまず、日本財団を通じ、2011年に被災者へ5万ユー
ロの寄付を行いました。また、被災者や復興を支援するプロ
ジェクト費として、5万ユーロの特別予算を拠出しました。 こ
の特別予算は2012年も継続されました。

当財団は2年間で13件のプロジェクトを支援してきました。資
金面での支援だけでなく、日本人との絆を強めることを目的と
したプロジェクトもありました。こうした試練に際し、資金はも
ちろん大切ですが、励ましや支援のメッセージ、そして被災
者に「あなた方のことを忘れていませんよ」と語りかけるプロジェ
クトも、同じように重要であることを実感しました。

2012年、当財団が東北地方で理事会を開催したのは、こう
した考えからです。現地に赴き、住民や被災者、漁業従事
者などに会い、話を聞くことで、彼らを支援し、こうした辛い
試練の中、自身の将来とどのように向き合っているかを理解
しようと努めました。

2011年と2012年、当財団はフランスと日本で、日仏プロジェク
トへの支援を継続的に実施しました。当財団がここ数年間
に支援したプロジェクトは89件を数え（そのうち14件は震災
支援プロジェクト）、支援総額は104万4526ユーロとなりました。

不況にもかかわらず、当財団は健全な財政を維持していま
す。そのおかげで、私たちはフランスと日本の友好関係や文
化交流の促進に向けてさらなる意欲を持って取り組み、明る
い未来を思い描くことができるのです。また、この場をお借り
して、財団やパートナーのために貴重な時間を割き、ボランティ
アで協力してくださっている理事役員の皆様に、感謝の意を
表したいと思います。皆様のご協力なくしては、当財団は活
動を続けることができません。心より御礼申し上げます。

理事長
冨永 重厚
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2012年の理事会：（後列左より）エリック・モレ、髙木雄次、渡辺昌俊、笹川陽平、ダニエル・ラリエ、冨永重厚、ピエール・ボードリ、ジャン=ベルナール・ウーヴリユー、ジョルジュ=クリスチャン・シャ
ゾ、ジャン=フランソワ・ジャリージュ、オリヴィエ・ジェルマン・トマ、（前列左より）イヴ・ルッセ=ルアール、吉行和子、早間玲子、伊藤朋子

2012年東北にて、牡蠣生産者から話を聞く伊藤朋子、冨永重厚、髙木雄次 2012年平泉を訪ねるジョルジュ=クリスチャン・シャゾ、冨永重厚、ジャン=ベルナール・ウーヴリユー

理 事 会
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2011年10月23日

第7期理事会

執行理事
冨永重厚 ・ 理事長
STICジャポン代表取締役

ジャン=ベルナール・ウーヴリユー ・ 副理事長
元駐日フランス大使

イブ・ルッセ=ルワール ・ 幹事
メネルブ市長、元下院議員

ジョルジュ=クリスチャン・シャゾ ・ 監査役
パリ・サン・ジョゼフ病院グループ会長

渡辺昌俊 ・ 副監査役
特定非営利活動法人日本パスツール協会会長

理事
マリーズ・オラニョン
アフィーヌ社社長

ピエール・ボードリ
エス・ビー・エイ株式会社代表取締役

早間玲子
建築家

ジャン=フランソワ・ジャリージュ
仏学士院会員、仏国立研究センター名誉ディレクター、仏文化省代表

ダニエル・ラリエ
コンサルタント、元財政総監査官

オリヴィエ・ジェルマン=トマ
作家

笹川陽平
日本財団会長

髙木雄次
笹川平和財団理事長

内山眞
元朝日新聞パリ支局長

吉行和子
女優

2010年11月10日

執行理事
冨永重厚 ・ 理事長
STICジャポン代表取締役

ジャン=ベルナール・ウーヴリユー ・ 副理事長
元駐日フランス大使

イブ・ルッセ=ルワール ・ 幹事
メネルブ市長、元下院議員

ダニエル・ラリエ氏の後任として2010年5月12日就任
ジョルジュ=クリスチャン・シャゾ ・ 監査役
パリ・サン・ジョゼフ病院グループ会長

渡辺昌俊 ・ 副監査役
特定非営利活動法人日本パスツール協会会長

理事
マリーズ・オラニョン
アフィーヌ社社長

ピエール・ボードリ
エス・ビー・エイ株式会社代表取締役

早間玲子
建築家

ジャン=フランソワ・ジャリージュ
仏学士院会員、仏国立研究センター名誉ディレクター、仏文化省代表

ダニエル・ラリエ
コンサルタント、元財政総監査官

リヌ・ルノー
女優

笹川陽平
日本財団会長

関晃典
笹川平和財団理事長

内山眞
元朝日新聞パリ支局長

吉行和子
女優

リヌ・ルノー女史の後任として就任
オリヴィエ・ジェルマン=トマ

2011年5月23日理事会
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笹川日仏財団
公益法人

笹川日仏財団は、1990年3月23日の首相政令によってフランスの公益法人と
して認可されました。民間非営利の組織で、「日本とフランスの間の文化及
び友好関係を発展させること」をその使命としています。

日本財団から拠出された30億円（当時約1億3,200万フラン）を基本財産とし、
その運用益から収入を得ています。同様の2国間財団は、アメリカ合衆国（本
部ニューヨーク）、スカンジナビア（本部オスロ）、イギリス（本部ロンドン）にお
いても設立されています。

財団の最高意思決定機関は、日本人7名とフランス人8名の計15 名からな
る理事会で、年2回開催されます。

理事会の決定に従い、パリ本部事務局長が財団の運営にあたっています。
東京事務局は、日本から出されたプロジェクトの企画、管理を行っています。

財団の年次会計報告は、法定監査を受けた後、主務官庁のフランス内務
省のほか、関係省庁に提出されています。
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23年にわたる日仏文化交流活動
当財団は日本とフランスを結ぶあらゆる分野において、２国間の交流の発展
に寄与してきました。

プログラムを積極的に展開していこうと、400を超える民間団体や公的機関
が実施するプロジェクトに助成金を交付するだけでなく、自主事業として、企画、
立案から調整まで行う重要なプロジェクトを手がけてきました。

現代の日本とフランスに軸足を置き、芸術や文化、学術や技術、教育・研修・
講演、出版・コミュニケーションなど多岐にわたる分野において、長期的なネッ
トワークの構築と拡大へと繋がる革新的なプロジェクトを実現、推進すること
に力を注いでいます。

豊かな経験をもとに、文化交流の分野で活躍する日仏の民間団体や公的
機関に対し、彼らが展開する活動を押し進め、必要な資金援助や助言を行
うことで創造性が生まれるよう、今後も働きかけていきたいと思います。

次ページでは、当財団が2011年と2012年に実施した主要プロジェクトあるい
は象徴的なプロジェクトをご紹介いたします。
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エリック・マーニュ氏は、現代史で修士号を取得し、地理歴史
学の上級教員資格者、教員および職業訓練官であり、教科
書や学習カリキュラムにおける学習指導書の執筆も手掛けて
います。同氏は2011年、他3人の教諭と共に日本への研修旅
行に参加されました。これは、笹川日仏財団と、フランス・リセ
地歴教科書執筆者等招聘プロジェクトチーム（代表：安田忠治
氏）が計画したもので、2011年10月23日から11月1日にかけて
実施されました。

来日される以前も日本に関心をお持ちでしたか？
教育という観点から見ると、私の日本への興味は「限られた」
ものでした。

日本についてはどの程度ご存知でしたか？
日本について知っていることといえば、特に地理学に関する書
籍や小説を読んだり、映画やドキュメンタリーを観て得た知識
がほとんどでした。歴史的な知識よりも地理的な知識の方が
多かったですね。

教員研修では、日本について学ぶ機会はありましたか？ もし
あれば、どのような角度から学びましたか？ また、割合はどの
程度でしたか？
大学では中世アジアに関する講義が数回ありましたが、日本に
焦点を当てたものではありませんでした。

今日のフランスの教科書では、日本はどのように紹介され、ど
のような位置付けとなっていますか？ また、日本に関する教育
内容に満足されていますか？
歴史教育においては、日本について触れられる機会はありませ
ん。2012年に採用された新カリキュラムにより、地理学の教科
書でも日本に関する内容が一部削減されました。それまでは、
日本は世界経済の三強とみなされ、その優れた開発モデルな
どが特定の研究対象とされてきました。近年では日本に代わり、
中国に関心が寄せられています。日本は、確立された大国で
はあるものの、急速に発展を遂げる中国との競争を強いられて
いる大国として扱われています。経済や政治の分野では日本
を含む比較研究が広く行われていますが、日本の地理的特性
やメガロポリス、沿岸地帯の開発整備など、「日本自体」につい

地理学教諭へのインタビュー
紹介、職業、専門分野

12 教 育・研 修・講 演
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て学ぶ機会はなくなりました。ただし、都市としての東京や、産
業や港の開発が盛んな沿岸地帯は、国土の利用や近代化と
いったテーマにおける一例として取り扱われることもあります。
カリキュラムを現状に適応していくことは、やむを得ないことだと
思います。これにより、日本はアジア全体において引き続き重要
な地位を占めてはいるものの、三強の概念はもはや過去のもの
となりつつあることを伝えることができるのではないでしょうか。
しかし、日本は環境決定論においては非常に貴重な特性を持っ
ており、これについて学生たちに教える機会がなくなってしまっ
たことは残念です。国土が非常に多くの自然環境的な制約を
抱えていても、そこに住み、国土を改善しようとする人間社会
の選択次第で大国になることができるということを教える上で、
日本は最も優れた例であるといえます。自然環境がもたらす懸

13教 育・研 修・講 演

念やリスクという点でも同様です。福島（の津波や原発事故）は、
そうした認識の必要性を改めて喚起してくれました。

日本での滞在はいかがでしたか？
日本への研修旅行は非常によく企画されており、かけがえのな
い経験となりました。見逃せない観光地を訪れるだけでなく、日
本の生活に触れることができ、充実した旅行となりました。ホス
トファミリーと1日を過ごしたり、日本の教師たちに会ったり、学校
やトヨタの工場を訪問したり。朝の通勤ラッシュ時に地下鉄に
乗ったこともよい思い出です。沿岸地帯を訪れて開発整備の
様子を目にし、日本の地理的見解を深められる機会がもう少し
あればよかったと思います（つまり、既に私が持っていた知識
以上の発見には出会えなかったということです）。
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日本ではどこを訪れましたか？
大阪城、広島平和記念資料館、京都の金閣寺、龍安寺、清
水寺、奈良の興福寺のほか、豊田市や、東京では江戸東京
博物館、浅草、銀座、渋谷などを訪れました。

特に興味をもった場所はどこですか？ その理由は？
寺院で感じる静謐さは、とても印象に残りました。特に金閣寺は、
シンプルで洗練された均整美や自然との調和が素晴らしく、私
にとっては、まさに日本文化そのものです。
原爆の記憶を受け継ぎ、平和に向けた取り組みを続けている
広島平和記念資料館を訪れたことも、忘れられない思い出とな
りました。
また、どの街や地域でも、近代的な建物や広告のネオンサイン
が印象的でした。私は農村地域の出身なので、こうしたメガロ

ポリスを目の当たりにして大いに衝撃を受けました。

日本を最も良く言い表している表現は何だと思いますか？
型にはまった言い回しではありますが、「伝統と現代性の間」と
いう表現は、私の日本での体験を完璧に言い表していると思い
ます。日本の寺院は洗練と不変性を備えた歴史ある文化（茶
道など）を象徴するものですが、同時に、めまぐるしく変化する
現代性を代表する大都会とも共存しています。着物も、街中や
公共交通機関などで見かけても誰も驚かないほど、日常に溶
け込んでいます。こうした共存は永続的なものです。

教師という立場からみて、今回の研修旅行で得たものはあり
ますか？ 
私は日本の地理について、狭い国土を生かし、世界を視野に
入れた経済戦略で大国になった国という観点から教えてきまし
たが、今回の研修旅行はこうした見方をより堅固なものとしてく
れました。とはいえ、日本人である地理学者とお会いした際に
は、私たちの地理的見解は少し異なることもわかりました。日本
の地理学者の見解は決定論的な要素が強いようですが、これ
ほどの環境的制約を抱えた国にとって、他の道があったとは思
えません。

今回の研修旅行で、日本に対する見方は変わりましたか？
冒頭でお話した通り、日本については地理の教科書を通じて
部分的にしか知りませんでしたが、今回の研修旅行で多くの人々
と出会い、まったく知らなかった歴史的名所を訪れたことで、日
本人や歴史の奥深さを知ることができました。また、安田さんや
ホストファミリーの皆さんとのたくさんの会話を通し、日本の文化
的特徴（言語、信仰心、人間関係など）に関する理解も深める
ことができました。

今回の研修旅行で得たことは、日本に関する授業に影響を与
えましたか？
そうですね、メガロポリスの生活についてより詳しく説明できるよ
うになりました。特に都市交通網の問題や課題について詳しく
なりました。日本で新幹線などの公共交通機関を何度も利用し
たことが役立っています。また、狭くて緑の多い内陸部（茶畑な

「私は日本の地理について、狭い国
土を生かし、世界を視野に入れた
経済戦略で大国になった国という
観点から教えてきましたが、今回の
研修旅行はこうした見方をより堅固
なものとしてくれました」
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ど）とは対照的な、全面的に開発整備された沿岸地帯の人工
的な改良についても解説できるようになりました。こうした風景は、
名古屋と東京を移動した際に特に目につきました。
その他の経験は、教えるための知識というよりも、個人的に貴
重な体験となりました。フランスの学校カリキュラムには日本の
歴史に触れる機会がありません。
しかし、文化の多様性や豊かさ、重要性について、いままでより
強い確信を持って話し合ったり教えたりすることができるように
なりました。

日本で皆さんをお迎えした日本事務局のチームに、何かメッセー
ジはありますか？
安田さん、伊藤さん、そしてホストファミリーの皆さんは、私たち
が快適に過ごすために心から尽くしてくださいました。安田さ

んはあらゆる点で真の「紳士」でした。
訪問先では根気強く丁寧に説明をしてくださり、移動中にもたく
さんの話ができたので、多くのことを学びました。安田さんとは
今でも連絡を取っており、定期的に近況を知らせ合っています。
このような経験と出会いを提供してくださった笹川日仏財団に、
心から感謝申し上げます。

左から右に向かって：伊藤朋子、カトリーヌ・マレシャル氏（レンヌ／ルネ・デカルト高校教諭）、ティエリー・デュクレール氏（トゥールーズ大学区地歴地域視学官）、安田忠治氏、エリック・マーニュ氏
（ロモランタン＝ラントネー／クロード・ドゥ・フランス・ドゥ・ロモランタン高校教諭）、ローランス・オベール＝マッソン氏（カーン／マレルブ高校教諭）

「文化の多様性や豊かさ、重要性に
ついて、いままでより強い確信を持っ
て話し合ったり教えたりすることがで
きるようになりました」
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2011年11月、臨済宗の驚くべき伝統「公案」に関するイベント
のため、京都大徳寺の僧侶代表団が当財団の招きに応じ、フ
ランスを訪れてくれました。

公案とは師と弟子との質問と回答の手合わせで、ときに小噺や
格言のような形式を採り、人を戸惑わすような、もっと言えばユー
モラスな様相でもっぱら注目されてきました。このたびのイベント
は、この公案を知ってもらおうと企画されたものです。

11月8日（火）於ギメ東洋美術館
11月11日（金）於ヴィルファヴァール農場（リムーザン）
舞台公演『公案 — 悟りの耀き』
笈田ヨシ（右写真）

『公案 – interrogations』
このユーモラスな劇は、禅の師がその弟子に対し、数年来の
修業の末、覚醒の境地に達しているかを試すことにした、とい
う内容です。この試験こそが公案であり、弟子は師の質問に
答えなくてはなりません。
笈田ヨシは、1934年に日本で生まれ、1946年より演劇の世界に
身を投じました。彼がピーター・ブルックお気に入りの役者であ
ることはよく知られていますが、それ以前に笈田は日本の伝統
芸能を習得しており、今日では舞台演出でも有名です。
笈田ヨシと共演したのは、作家、冒険家、そして多種の楽器の
演奏家であるドミニク・ベルトラン。ベルトランは様々な楽器（管
楽器、打楽器、弦楽器、声音）を演奏し、即興も行いますが、
近年は主に尺八、リュート、モンゴルの二重発声法を用いてい
ます。また、Signatura社から『Le Diabolus des Sages（賢
者たちの悪魔）』『La prière du serpent（蛇の祈り）』といった
著作が出版されています。

ツトム・ヤマシタと大徳寺僧侶
『音禅2011』
日本最高峰の禅寺のひとつである大徳寺から3人の僧侶がフ
ランスを訪れ、ツトム・ヤマシタとの競演で読経を披露しました。
格調高い旋律にのせた朗唱を特徴とするこの特殊な朗詠法は、
現在では珍しいものです。この点、西洋に紹介されることの多い、
天台宗や真言宗で発展したメリスマ的な声明とは趣が異なり
ます。打楽器の演奏家であるツトム・ヤマシタは、現在サヌカイト
という石の楽器を操る世界唯一の演奏家であり、精神修行の
ための長いキャリアブランクの後、かつて宗教儀式の開始を告
げたこの火山岩の音色を現代に復活させました。ここ十年来、
サヌカイトで僧侶の瞑想のための演奏を続けています。

禅問答
公案 — 悟りの輝き
2011年11月8日～12日、ギメ東洋美術館およびヴィルファヴァール農場にて上演
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11月9日（水）
於ギメ東洋美術館パンテオン・ブディック内グラン・サロン
真珠庵住職山田和尚、ディディエ・ダヴァン

「言葉や意味の向こう—公案の歴史と実践」
紀元千年という節目の時代、中国で禅宗が生まれ、悟りを開く
あらたな方法として確立されました。禅僧は、師と弟子の間で
交わされる会話形式の、理解不能な設問に向き合い、理性に
頼ることなく、課題とされた不条理な問いへの答えを見いだそう
としました。禅宗は、言葉と言葉を実践することとの間にあらた
な関係を見いだしたのです。

11月10日（木）
於ギメ東洋美術館パンテオン・ブディック内グラン・サロン
フランソワ・ラショー

「禁じられた意識？白隠慧鶴（1685-1768）と公案の形象化」
臨済宗の禅僧である白隠は、公案の体系を組み直しました。
このような体系の見直しは、従来の日本仏教にどのような回顧
的な光を投げかけるのでしょうか。また、現代の日本や西洋世
界にどのような光を照射するのでしょうか。これらの問いかけに
対する答えとして、白隠の禅画と著作からいくつかの仮説が導
けるでしょう。

茶会
於パンテオン・ブディック内庭園茶室
11月9日（水）・10日（木）14時／15時／16時
11月12日（土）11時／12時／13時

大徳寺僧侶による座禅会
於パンテオン・ブディック内グラン・サロン
11月9日（水）・10日（木）10時15分／11時15分
座禅とは、座ったままの姿勢で瞑想する、禅のひとつの実践です。
大徳寺僧侶の指導のもと参加者は誘われ、結跏趺坐あるいは
半跏趺坐での座禅を行いました。

ツトム・ヤマシタが製作、演奏した石の楽器、サヌカイト
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笹川日仏財団は2010年から2012年にかけて、ジャン・ド・ラ・フォ
ンテーヌ校日仏友好協会（AAFJ）への支援を行いました。当
財団の冨永理事長が当時AAFJ会長を務めていたブノワ・ル
プゼ氏とお会いし、お話を伺いました。

冨永：日本人家庭にとって、ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ中学・高等
学校は極めて重要な存在となっています。欧州での子会社設
立を検討する多くの日本企業は、ロンドン、パリなど、候補地と
なる都市をリストアップしますが、候補地選びにおいて重要な
基準のひとつとなるのが、社員の子供の教育環境です。子供
たちが現地で優れた教育を受け、母国語で勉学を続けられる
保証を与えられるかどうかは、重要な判断基準となります。

ルプゼ氏：おっしゃる通りです。当校はパリ市内で唯一、バカロ
レアの国際オプション（OIB）注1の日本語セクションを備えた教
育機関です。このOIBセクションでは、日本で学ぶ日本人生徒
と同じレベルの日本語を学ぶことができます。

冨永：貴校での日本語教育について、もう少し詳しく教えてくだ
さい。いくつかのレベルに分けられているのですか？

ルプゼ氏：OIBセクションは、外国語としての日本語教育とはまっ

インタビュー
ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ校日仏友好協会（AAFJ）
ブノワ・ルプゼ氏、リセ・ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ

注1   OIB （Option internationale du Baccalauréat）：「国際オプション」と呼ばれるもの
で、フランスの通常バカロレア（大学入学資格試験）を受験する生徒に、特定の言語
で国語、文学、地理・歴史の特別試験を受けることを認めるものである。文学および
地理・歴史の試験のプログラムと内容は、フランスおよび海外の教育当局（当校の場
合は日本の文部科学省）によって決定される。

財団事務所にて冨永理事長と話をするブノワ・ルプゼ氏



たく異なります。外国語として日本語を選択する日仏生徒（日本
語とフランス語を母国語とする生徒）が増えたことから、レベル
別クラスが設立されました。しかし、現在はフランスの教育予算
が厳しくなっていることから、まったくの初心者を対象とした日本
語教育に絞る傾向が強くなっています。こうした傾向により、授
業は日本語や日本文化に関心を持つ生徒に合わせた内容とな
り、家庭で日本語を話している生徒よりも、初めて日本語を学ぶ
生徒を対象としたものとなってきています。
当校ではこうしたクラスとは別にOIBセクションを運営し、真の
バイリンガル教育を提供することを目指しています。入学時に
十分な語学レベルに達していないと思われる場合でも、日仏生
徒には（もちろん日本人生徒にも）ぜひOIBセクションを選択し
てほしいと考えています。

冨永：しかし、日本語OIBセクションの入学試験は非常に難し
いと聞きましたよ。

ルプゼ氏：ええ、当校では高いレベルを求めており、そのことで
心配される方も多いようです。入学時に必要な語学レベルを
大幅に下げるつもりはありません。というのも、入学レベルを下
げてしまうと、バカロレア（大学入学資格試験）受験の段階まで
進級できる生徒の数が限られてくるからです。こうして生徒数
が徐 に々減ると最終的にはセクション自体が閉鎖されることとなり、
当校だけでなくパリの日本人コミュニティにとっても大きな損失と
なってしまいます。
また、（当然ながら）保護者は当校の入学試験のレベルを過大
評価する傾向があります。当校では、入学を拒否するためで
はなく、生徒たちが入学後に落第しないために入学試験を実
施しているのです。とはいえ、私たちは、語学レベルよりも意欲
こそが成功の鍵であると確信しています。

冨永：入学後に授業についていけず、退学してしまう生徒も多
いと聞きましたが。

ルプゼ氏：いいえ、むしろ逆です。入学した生徒たちは全員、

少なくとも3年目まで進級しています。生徒数がわずかに減って
いるのは転居によるもので、落第によるものではありません。

一方、2年目には生徒数が減少します。ただしここでも原因は
成績不振ではなく、これまでリセ側が、2年目に進級した生徒は
必ずOIBセクションのバカロレアを受験しなければならないとし
ていたためです。このため、OIBの受験を嫌がってOIBセクショ
ンを選択しない生徒が出てきます。OIBセクションで進級する
ことで成績が悪くなることを懸念する生徒もいますが、実際に
はむしろ反対の結果になることが多いのです。

このため、AAFJではリセ側と相談し、OIBセクションで進級す
る生徒は最終学年までバカロレアの種類（OIBまたは通常の
バカロレア）を選択できるようにしてほしいと提案しました。こうし
てOIBセクションにとどまることで、OIB合格の可能性は十分
にあると生徒たちに気がついてほしいのです。

冨永：もう一つ、問題を耳にしました。家庭でフランス語を話さ
ない日本人家庭の場合、生徒はフランス語や数学でかなり苦
戦するのではないでしょうか。

ルプゼ氏：確かに非常に難しい問題ですが、そういったケース
は稀です。フランス語を母国語としない生徒を対象とした入門
セクションを設立したいと考えていますが、実現には時間がか
かります。また、日仏両国の政治的な意思決定が必要です。
校長の意思だけではどうにもなりません。
率直に言うと、現在私が注目しているのは、CM2（中級2年=
小学校5年）までに子供に日本語を継続的に教えてきた日仏夫
婦の子供たちです。パリに住む日仏夫婦の保護者には、CP（準
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「…とはいえ、私たちは、語学レベル
よりも意欲こそが成功の鍵であると
確信しています」
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備科=小学校1年）に入ったらすぐに子供に日本語を教え始め
るよう伝えたいですね。そうすることで、将来的にOIBセクショ
ンへと進む可能性がひらけるからです。スタートが遅れれば遅
れるほど、進級は難しくなります。

冨永：日本語のOIBセクションの利点はもちろん、日仏2つの異
なる文化を理解する若い世代を育成できることですね。それに
よって日仏の交流が豊かになります。また、AAFJは、家族と
学校の架け橋になるという点で非常に重要な役割を果たして
いると思います。

ルプゼ氏：利点としては、日本人の子供たちがフランス語環境
に溶け込みながらも、日本語を話す友だちを持てるという点が
挙げられます。こういった環境では、適応はさほど難しくありま
せん。フランスの文化を理解するには理想的な環境だといえる
でしょう。現在では、日本人生徒も日仏生徒と同様に多くの恩
恵を受けていると思います。

冨永：そうですね、日仏両国にとって大切なことです。当財団
では、特に教育の分野において、フランスと日本の関係を活性
化することを目的としています。私たちがこれまで、幾度にもわたっ
てジャン・ド・ラ・フォンテーヌ校と協力してきたのはそのためです。
1999年に初めて、日本への語学・文化研修旅行が催され、生
徒20人と引率者2人が参加しました。この研修旅行は2003年
と2005年にも実施され、合計で約50人の生徒と6人の引率者

が日本を訪れました。そして3年前からは、日本語教育の授業
を支援しています。

ルプゼ氏：日本語セクションを救ってくれた貴財団には、心より
感謝しています。OIBは、フランスの国民教育が施設を提供し、
すべてのフランス語教育の費用を負担することが原則とされて
います。しかし、OIBセクションの外国語教育は ― 当校では
日本語ですが ― 海外の国家または保護者の負担となってお
り、保護者たちは協会を設立する必要がありました。つい最近
までは、日本のある県から教師1人が派遣され、OIBセクション
のすべての日本語の授業を担当していたのですが、ある日突然、
教師の派遣が中止されてしまいました。そのためOIBセクショ
ンは教師不在の状態となり、新しい教師を見つけて給与を支
払わなければならなくなりました。笹川日仏財団が支援を申し
出てくださったのはその時でした。あの時に貴財団が手を差し
伸べてくれなければ、当校のOIBセクションは閉鎖されていた
ことでしょう。OIBセクションは維持より設立のほうが大幅に難し
く、閉鎖されず本当に良かったと思っています。

「…パリに住む日仏の保護者には、
CP（準備科）に入ったらすぐに子供
に日本語を教え始めるよう伝えたい
ですね。
そうすることで、将来的にOIBセク
ションへと進む可能性がひらけるか
らです」
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				    出版	 東日本大震災	 芸術・文化	 学術・科学技術・技術	 教育・研修・講演	 コミュニケーション	
支援プロジェクト				    メディア

年	 事業額	 事業額	 事業額	 事業額	 事業額				    	

2011	 266,435 €	    62,849 €	      73,882 €	      47,975 €	 47,313 €
2012	 272,275 €	    45,962 €	      87,520 € 	      94,225 €	 46,090 €
					   
合計	 538,710 €	 108,811 €	 161,402 €	 142,200 €	 93,403 €



89件のプロジェクトを実施
支払総額 1,044,526 €

注）事業額は支払い通貨で優先的に記載してある。カッコ内は、会計士が毎年設定する為替レートで換算した参考金額。ひとつのプロジェ
クトで支払いが数年間にわたって行われた場合、年ごとに異なる為替レートが適用されている。したがってここでの事業総額は、会計報
告および理事長メッセージで掲げた金額と異なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊は東京事務局の担当プロジェクト。
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芸術・文化
	 事業額  : 538,710 €

学術・科学技術・技術
	 事業額  : 108,811 €

教育・研修・講演
	 事業額  : 161,402 €

出版・コミュニケーション・メディア
	 事業額  : 142,200 €

東日本大震災支援プロジェクト
	 事業額  : 93,403 €

2011年1月1日〜2012年12月31日
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日本人貝類専門家４名の渡仏支援（2012年）

ユネスコでのチャリティーコンサート開催支援（2011年、2012年）

ギ・コッテン社製漁師用防水服の輸送支援（2011年）

東 日 本 大 震 災 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト
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東日本大震災支援プロジェクト
2011年3月11日の東日本大震災直後、当財団理事会は５万ユーロの特別予算枠を決定し、
被災者のための支援・協力プロジェクトへ助成金を交付しました。2012年も継続して予算枠
が組まれました。

2011
「1000枚のセーターを日本へ」
2011年4月、セーターを日本へ輸送するための費用を支援
ラ・ナティヴィテ高校（エクサンプロバンス）
1,215 € (¥139,022)

海洋生物サンプルの輸送支援
2011年8月、日本の海洋学術調査で採取された海洋生物サンプルのフランスへの輸送支援
東日本大震災のため、本来日本で研究されるはずだったサンプルの調査をフランスのラボが提案
仏日海洋学会（パリ）
2,500 € (¥286,054)

仙台の若手アーティスト２名の渡仏支援
2011年9月、イトウ・モトキ氏とトミザワ・アヤコ氏がドメーヌ・ド・ボワビュシェのワークショップに招待参加
国際文化・農業教育研究センター（ボワビュシェ）
3,000 € (¥343,265)

シンポジウム「映像に見る戦後の日本社会−1945年から現在まで」
2011年12月9日パリ日本文化会館で開催されたシンポジウムへの支援
土山陽子氏
3,000 € (¥343,265)

チャリティー・ガラパーティ『ウタゲ』
2011年9月14日ブリストル・ホテルで行われた東北地方の工芸家のためのチャリティー・ガラパーティ開催支援
仏日芸術伝統工芸協会（パリ）
4,000 € (¥457,687)

写真展『地震、津波そして明日』
2011年11月4日から25日までレンヌ市のブルターニュ州議会ギャラリーにおいて70枚の震災写真を展示
ジャポネード協会（パリ）
5,000 € (¥572,109)

チャリティ・オーケストラ・コンサート
2011年3月パリ各所、4月10日ユネスコにて行われた被災者のためのチャリティーコンサート開催支援
東日本大震災パリ・チャリティー・コンサート実行委員会（パリ）
7,717 € (¥882,992)

東 日 本 大 震 災 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト
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福野夜高行燈リヨン遠征
震災復興の願いを込め、富山県砺波市から60名がリヨン「光の祭典」に招待参加、2011年12月8日から11日まで毎夜行燈
5基を練り回し
リヨン市（リヨン）
10,000 € (¥1,144,217)

＊ 被災地における仏Calexium社MailFountainを使用した通信環境支援
東日本大震災被災地における通信環境支援プロジェクトチーム（東京）
¥1,200,000 (10,881 €)

2012
屋台製作支援
2012年10月7、8日、日本人シェフ２名が参加するレンヌ「食いしん坊フェスティバル」で屋台を製作
国境なき遺産協会（パリ）
3,000 € (¥295,074)

ジャン=リュック・ヴィルムート監督による記録映像『Lunch Time』
東北芸術工科大学からの招きにより、同監督が2012年3月28日から5月1日まで来日、被災地で撮影したドキュメンタリー作
品への製作支援
ジャン=リュック・ヴィルムート氏（パリ）
8,000 € (¥789,200)

ドニ・ルーヴル『Low Tide 引き潮 − カオスの日本』出版支援
津波を生き抜いた人々のポートレートと被災地の写真120枚を収めた、日英仏三ヶ国語表記の写真集
Somogy社/204p./2500部
10,000 € (¥1,045,100)

貝類養殖の専門家４名の渡仏支援
2012年9月9日から16日まで日本人専門家がブルターニュへ視察旅行を実施
ガンバロージャパン
12,500 € (¥1,306,375)

チャリティ・オーケストラ・コンサート
2012年3月11日パリ・ユネスコ本部にて、佐渡裕指揮、スーパー・キッズ・オーケストラ演奏、辻井伸行のピアノ、周防亮介のヴァ
イオリンによる被災者のためのチャリティーコンサートを開催
12,590 € (¥1,242,004)

東 日 本 大 震 災 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト



27東 日 本 大 震 災 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト

通信環境支援（2011年）

被災住民と被災地を描くジャン=リュック・ヴィルムート監督のドキュメンタリー
製作を支援（2012年）

ドニ・ルーヴル『Low Tide』出版支援（2012年）
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ヴィルファヴァール農場での義太夫公演 パリ大学都市・日本館における展覧会「クリシェを超えて」

ナンシー日本祭り 日本とフランスにて落語公演

ウージェニー・イヨネスコ作『授業』『禿の女歌手』東京公演
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2011-2012年度プロジェクト

2011年1月1日～12月31日 事業総数 35件
   　　　 事業総額 451,141ユーロ
　 　 芸術・文化 ︱ 15件　266,435ユーロ
　 　 学術・科学技術・技術 ︱ 8件　62,849ユーロ
　 　 教育・研修・講演 ︱ 7件　73,882ユーロ
　 　 出版・コミュニケーション・メディア ︱ 5件　47,975ユーロ

　　　  金額は事業終了時の実際支払額

芸術・文化
＊ ベルトラン・デュブドゥのCCMC2011への招聘
　2011年2月25日から27日まで東京日仏学院エスパス・イマージュにて開催されたマルチ・チャンネル・スピーカーのオーケストラ

によるアクースモニウム・ライブCCMC2011に、音楽家ベルトラン・デュブドゥを審査委員長として招聘、ライブ上演を実施
    ACSM116（東京）
    ¥96,279 （841€）

　ヴィルファヴァール義太夫公演
　2011年3月21日から24日まで、ヴィルファヴァール農場におけるアーティスト・イン・レジデンスおよび義太夫公演に、竹本越孝（浄

瑠璃）と鶴澤三寿 （々三味線）を招聘
    ヴィルファヴァール農場（ヴィルファヴァール）
    2,000€ （¥228,843）

　国際プーランク週間
　2011年3月19日から28日まで、パリ・フランソワ・ミッテラン国立図書館の大オーディトリアムにて開催された国際プーランク週

間のオープニングコンサートに、日本人ヴァイオリニストの瀬崎明日香を招聘
    国際プーランク週間（パリ）
    2,000€ （¥228,843）

　映画監督マルク・プチジャンの来日支援
　人間国宝の友禅作家、森口邦彦についてのドキュメンタリー（52分）撮影のため、2011年5月12日から25日まで京都に滞在
    4,000€ （¥457,687）

　パリ国際大学都市・日本館公募展『クリシェを超えて』
　2011年4月から11月まで、パリ国際大学都市・日本館においてパリ・ボザール学生の作品展を開催
    パリ国際大学都市・日本館（パリ）
    5,000€ （¥572,109）

2 0 1 1 年 度 事 業
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　ナンシー日本祭り
　2011年5月30日から6月5日までナンシーにて開催された日本文化祭に４人の伝統工芸作家を招聘
    ARTEM-NANCY協会（ナンシー）
    8,000€ （¥915,374）

＊ 三遊亭竜楽フランス落語口演
　2011年11月12日から20日までニースとパリにて三遊亭竜楽が落語7公演を上演
    三遊亭竜楽（東京）
    ¥1,000,000 （8,740€）

＊ イヨネスコ作『授業』『禿の女歌手』公演
　2011年5月21日から29日まで、銀座みゆき館にて演劇グループ、アンフィニの会が上演
    アンフィニの会（東京）
    ¥1,000,000 （8,740€）

　ドキュメンタリー『交差する空間』（56分）製作支援
　2012年、ダミアン・フォール監督による日本建築に関するドキュメンタリーの製作を支援
    Aaaプロダクション（パリ）
    10,000€ （¥1,144,217） 

　日本人舞踏家4名のパリ招聘
　4名の日本人舞踏家、森繁哉、大野慶人、大橋可也、皆木正純を招聘し、2011年11月29日パリ日本文化会館にてダンスと

講演を、2011年11月13日から12月12日まで振付家カロリン・カールソンのパリのアトリエにてレジデンスおよびワークショップを
実施

    カロリン・カールソン・アトリエ・ド・パリ（パリ）
    10,000€ （¥ 1,144,217） 

　『実験工房』展
　パリのベトンサロンにおいて2011年9月8日から10月21日まで行われた展示会の冊子制作と講演会への支援
    ベトンサロン芸術研究センター（パリ）
    10,000€ （¥1,144,217）

＊ 東京日仏学院とのパートナーシップ
　2011年通年プロジェクト「フランス・ダンス・イヤー」と2011年10月6日から11日まで池袋アウルスポットにて上演の『破産した男』

への支援
    東京日仏学院（東京）
    ¥3,500,000 （30,589€）

　禅問答『公案－悟りの輝き』
　笈田ヨシ作・出演の『公案』及びツトム・ヤマシタと大徳寺僧侶による『音禅法要』を2011年11月8日から12日までギメ美術館

にて、2011年11月11日にヴィルファヴァール農場にて上演
    笹川日仏財団自主事業
    68,370€ （¥7,823,012）

＊ フランスオペラと歌曲
　2011年5月28日札幌、11月20日西条、11月23日岡山にて演奏会を上演、同年2月から10月まで川棚温泉（下関市）と東京に

おいてレクチャーコンサートを4回開催
    笹川日仏財団自主事業－東京事務局
    ¥10,086,983 （88,156€）
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学術・科学技術・技術
＊ 国際シンポジウム「言語教育とアイデンティティ形成−日本語・国語・外国語教育の連携と再編」
　2011年3月5、6日、早稲田大学にて開催のシンポジウムを支援
    早稲田大学大学院 教授 細川英雄（東京）
    ¥500,000（4,370€）

　第18回国際アダプテッド体育・スポーツシンポジウム
　2011年7月4日から8日までパリで開催された同シンポジウムへの日本人研究者および学生の参加を支援
　フランス国立高等若年障害者訓練およびアダプテッド教育養成研究所（シュレンヌ）
    5,000€ （¥572,109）

　フェスティバル『鉄と刃』
　2011年9月2日から4日までアヴェロンにて行われた同フェスティバルへ真鍋純平（刀鍛冶）、松村壮太郎（刀剣硎磨師）、ピエー

ル・ナドー（刀鍛冶見習い）を招聘
    K12協会（ボズル）
    6,000€ （¥686,530）

＊ うるしの美を科学する（2年目）
　明星大学、明治大学およびエコール・ポリテクニック、ルーヴル美術館による漆工芸品の科学分析
    明星大学 教授 藤井敏博（東京）
    ¥1,000,000 （8,740€）

＊ 東大フォーラム2011「生命システム・ゲノム医科学フォーラム（UT-SGフォーラム）」
　2011年9月28日から10月21日までパリとリヨンで行われた同フォーラムへの日本人研究者30余名の参加を支援
    東大フォーラム2011「生命システム・ゲノム医科学フォーラム」実行委員会（東京）
    ¥ 1,000,000 （8,740€）

　第9回NAMISワークショップ「マルチフィジックセンサーとナノデバイス」
　2011年6月27日から29日までパリで行われたワークショップへの日本人研究者10名の参加を支援
    マイクロナノメカトロニクス国際研究センター（CIRMM）/東京大学生産科学研究所（CII）（パリオフィス）
    10,000€ （¥1,144,217）

　国際シンポジウム「RNAスプライシング制御プロテイン・キナーゼ」
　フランス国立研究センター（CNRS）と「細胞周期と癌」協会が2011年11月12日から16日までブリュターニュ州ロスコフで行っ

たシンポジウムへの開催支援と日本人研究者3名の招聘
    「細胞周期と癌」協会（ロスコフ）
    10,000€ （¥1,144,217）

　防水服の輸送支援
　2011年、7月と9月、被災漁師のためにギ・コッテン社製防水服を輸送
    ガンバロー・ジャパン協会（ラニルデュ）
    10,000€ （¥1,144,217） 

教育・研修・講演
＊ 国際建築ワークショップ
　2011年、レユニオン島にて行われたワークッショップへの学生8名と教授3名の参加を支援
    東北大学（仙台）
    ¥500,000 （4,370€）



　ISARTデジタルと新潟コンピュータ専門学校NCCとの交流
　2011年から2012年にかけ、ISARTデジタルの学生5名の長期新潟滞在を支援
    デジタルアート高等学院（ISARTデジタル）（パリ）
    5,000€ （¥572,109）

＊ 第5回国際将棋フォーラム
　2011年10月27日から30日までルイユ・マルメゾンで行われた、羽生善治、森内俊之棋士参加のフォーラムへの開催支援
    公益社団法人日本将棋連盟（東京）
    ¥510,000 （4,457€）

＊ 生活の足を支える公共交通政策：第4回講演会「フランスが誇る環境先進都市の総合交通政策」
　2011年11月25日松本、11月26日東京、11月28日大阪にて行われた講演会への開催支援と、ラ・ロシェル都市圏共同体のドニ・

ルロワ副議長の招聘
    カーフリーデージャパン（東京）
    ¥850,000 （7,429€）

＊ ボルドー欧州囲碁選手権戦における囲碁マスターコース
　2011年7月27日から8月2日まで行われたボルドー欧州囲碁選手権においてプロ棋士4名がマスターコースを実施
    公益財団法人日本棋院（東京）
    ¥1,200,000 （10,488€）

　ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ中・高等学校の日本語授業への支援
　2011年9月から2012年6月まで週20時間の日本語授業を実施するための支援
    ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ中・高等学校日仏友好協会（パリ）
    20,000€ （¥2,288,434）

＊ フランス・リセ地歴教科書執筆者日本視察招聘
　2011年10月23日から11月1日までフランス人地歴教師4名が広島、大阪、京都、奈良、名古屋、東京を訪問
    リセ地歴教科書執筆者等招聘プロジェクトチーム（東京）
    ¥2,533,169 （22,139€）

出版・コミュニケーション・メディア
　マニュエル・タルディッツ著『TÔKYÔ – Portraits & Fictions（東京断想）』
　高橋信雅・ステファヌ・ラグレ画/Le GAC PRESS社/320p./2011年11月発行/2000部
    5,000€ （¥572,109）

　ソフィー・カヴァリエロ著『Nouvelle garde（ヌーヴェル・ギャルド）』
　ル・レザール・ノワール社/300p./2011年10月発行/3000部
    5,000€ （¥572,109）

　巡回展『マンガポリス―漫画における日本の現代都市』カタログ制作
　2011年と2012年にポワチエ、アングレーム、リールにて同展が開催
　ル・レザール・ノワール社/144p./2012年5月発行/3000部
    7,000€ （¥800,952）

　ユベール・ニオグレ監督『オーソリティとインディペンデント』（52分）『新たなる領域』（56分）−日本映画に関するドキュ
メンタリー映画−の制作

    タマラン映画社（パリ）
    10,000€ （¥1,144,217）
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＊ 世界アマチュア囲碁選手権戦における日仏交流番組及びDVD制作（30分）
    TSKエンタープライズ株式会社（松江）
    ¥2,400,000 （20,975€）
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ダミアン・フォール監督ドキュメンタリー『交差する空間』製作支援（完成は2012年）

舞踏家４名の渡仏支援

フランスオペラと歌曲

第5回国際将棋フォーラム 刀匠真鍋純平氏の招聘
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是枝裕和監督の招聘 アクリマタシオン公園での『日本祭り』支援

日仏学生によるフレスコ壁画への支援

『天国への二枚の切符』東京公演
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2012
　　 2012年1月1日～12月31日 事業総数 40件
　　 　　　　　　　　　　  事業総額 499,982ユーロ

　 　 芸術・文化 ︱ 21件　272,275ユーロ
　 　 学術・科学技術・技術 ︱ 5件　45,962ユーロ
　 　 教育・研修・講演 ︱ 7件　87,520ユーロ
　 　 出版・コミュニケーション・メディア ︱ 7件　94,225ユーロ

　　　  金額は事業終了時の実際支払額

芸術・文化
　第17回文芸フェスティバル『オーブラック会議』
　2012年8月20日から24日まで開催された会議へ篠田知和基氏を招聘
    作家との出会い協会（オーブラック）
    2,500€ （¥261,275）

　パリ国際大学都市・日本館公募展『クリシェを超えて』
　2012年3月23日から5月24日まで、パリ国際大学都市・日本館においてパリ・ボザール学生の作品展を開催
    パリ国際大学都市・日本館（パリ）
    4,000€ （¥394,600）

　前田司郎脚本／ジャン・ドゥ・パンジュ演出『Understandable?』創作支援
　2012年9月2日から30日まで東京・五反田にあるアトリエ・ヘリコプターでレジデンスと初演。11月15日から20日までフランスのメ

スにて、11月26、27日ルクサンブルグ国立劇場にて上演
    アストロフ劇団（メス）
    4,000€ （¥418,040）

　『グランス・オブジェクト・シンボル』展
　2012年9月から2013年までパレ・ド・トーキョー（パリ）にて岩崎貴宏の作品展を開催
    パレ・ド・トーキョー（パリ）
    4,000€ （¥418,040）

　『PARIS/TOKYO KENCHIKU/ARCHITECTURE』展
　2013年9月にパリのパヴィヨン・ド・アースナルにて行われた展示会のカタログ制作を支援
    RADパリ（パリ）
    5,000€ （¥491,790）

　カンパニーForest Beats『カミカゼ』の上演
　笈田ヨシ演出、竹井豊振付・出演による作品を2012年1月にモルサン・シュール・オルジュ（エソンヌ県）にて上演
    カンパニーForest Beats（パリ）
    5,000€ （¥493,250）

2006 2007

2008 2009

2010

2011

2012
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　肥田舜太郎医師へのインタビュー
　ドキュメンタリー『新しき原爆の傷』のためマルク・プチジャン監督が2012年6月に肥田医師へインタビューを実施
    TSプロダクション（パリ）
    5,000€ （¥522,550）

　第18回ブズル国際アジア映画祭
　2012年2月14日から21日まで開催のアジア映画祭に是枝裕和監督を招待
    ブズル国際アジア映画祭協会（ブズル）
    6,000€ （¥591,900）

　カン国立振付センターでの日本人ダンサーのアーティスト・イン・レジデンス
　ダンサーの佐伯有香、荻野ちよ、ベ・ジュンヨンが演出家ステファン・フェランとともに2012年3月12日から31日まで、服部哲郎と

杉山絵理が同年8月27日から9月9日まで滞在創作
    カン／バス・ノルマンディ地方国立振付センター（カン）
    6,000€ （¥591,900）

　レガーロ東京とソリ・トゥッティ合唱公演
　東京の合唱団とイル・ド・フランスの12名からなるボーカルグループが、2012年5月3日アクリマタシオン公園、5月5日サン・ドニ

歴史美術館、5月6日モントルイユのサン・ピエール・サン・ポール教会にて合唱公演を上演
    ダンシテ93協会（サン・ドニ）
    8,000€ （¥789,200）

　（&）So Weiterカンパニーのヤン・アレグレ演出『雪 -neiges-』の創作と上演
　2012年1月2日から29日までアトリエ春風舎において日本版の創作と初演、1月31日関西日仏学館にて上演、11月15日から25

日までサン・トゥーアンのマン・ドゥーヴル劇場にてフランス版の創作と初演、12月6日にメス・ポンピドゥー・センターにて上演
    （&） So Weiterカンパニー（パリ）
    9,000€ （¥887,850）

　春祭り『日本庭園』での日本関連イベント
　パリのアクリマタシオン公園にて2012年4月7日から5月8日まで行われた春祭り『日本庭園』で日本関連イベントの開催を支援
    仏日伝統芸術工芸協会（パリ）
    10,000€ （¥986,500）

　クレール・ラボレー監督『直島—DREAM OF THE TONGUE』
　2012-2013年にドキュメンタリー映画（66分）の制作を支援
    フィルム・ド・フォルス・マジュール社（マルセイユ）
    10,000€ （¥986,500）

　春祭り『日本庭園』
　パリのアクリマタシオン公園にて2012年4月7日から5月8日まで行われた春祭り『日本庭園』への支援
    アール・サンジョー社（パリ）
    10,000€ （¥986,500）

　ユルスリーヌ塔フレスコ壁画の制作
　2012年7、8月に日本の学生がオータン市に赴き、ブルゴーニュ公をテーマとしたフレスコ壁画を制作
    ユルスリーヌ国際文化センター（オータン）
    10,000€ （¥1,045,100）
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　第41回フェスティバル・ドートンヌ
　2012年9月13日から12月31日までパリで行われたフェスティバルの日本プログラムを支援
    パリ・フェスティバル・ドートンヌ（パリ）
    10,000€ （¥1,045,100）

＊ ジャン=ポール・アレーグル作・岡田正子演出『天国への二枚の切符』日本公演
　2012年4月19日から22日まで東京・両国シアターカイにて上演
    フランス演劇クレアシオン（東京）
    ¥1,000,000 （10,137€）

＊ パリ・エコール・デ・ボザールと京都市立芸術大学の交換記念展覧会
　2012年2月18日から28日まで京都のギャラリー・アクアで開催された『エコール・デ・ボザール留学生展−一切の事象が蠢きは

じめた』展を支援
    京都市立芸術大学 教授 柏木加代子（京都）
    ¥1,100,000 （11,150€）

＊ 東京日仏学院とのパートナーシップ
　ファブリス・メルキオ作・庭劇団ペニノ主宰者タニノクロウ演出『ブリ・ミロ』を池袋アウルスポットにて2012年12月13日から15日

まで上演
    東京日仏学院（東京）
    ¥1,200,000 （12,200€）

＊ 三遊亭竜楽落語フランス口演
　2012年11月、パリとニースにて上演の落語10口演を支援
    三遊亭竜楽（東京）
    ¥1,400,000 （14,234€）

＊ フランスオペラと歌曲
　2012年6月30日大阪、11月11日大分にて演奏会を上演、同年2月から10月まで川棚温泉（下関市）、大阪、京都と東京にお

いてレクチャーコンサートを7回開催
    笹川日仏財団自主事業－東京事務局
    ¥11,493,161 （116,504€）

学術・科学技術・技術
＊ 日仏海洋学シンポジウム報告書の出版
　2010年10月15日に神戸テクノオーシャンで開催された同シンポジウム報告書の出版を支援
    日仏海洋学会（東京）
    ¥500,000 （5,068€）

＊ うるしの美を科学する（3年目）
　明星大学、明治大学およびエコール・ポリテクニック、ルーヴル美術館の研究者による漆工芸品の科学分析
    明星大学 教授 藤井敏博（東京）
    ¥855,223 （8,669€）

　ギメ美術館茶室修復プロジェクト
　2012年9月29日から10月7日まで、数寄屋師の山本隆章氏、表具師の石澤徹氏、建具師の山本芳信氏をパリに招聘し、  

茶室修復とワークショップを実施
    笹川日仏財団自主事業－パリ本部およびギメ美術館（パリ）
    9,000€ （¥885,222）
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『ブリ・ミロ』東京公演

コルマール・バルトルディ高校生37名の日本修学旅行

三遊亭竜楽フランス口演 パリ本部での落語についての講演とデモンストレーション
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＊ 第10回NAMISワークショップ「生活向上のためのナノマイクロシステム」
　2012年5月28日から30日まで蔵王で開催されたワークショップへのフランス人研究者5名と日本人研究者2名の招聘を支援
    東京大学生産技術研究所（東京）
    ¥1,158,276 （11.741€）

＊ 地域文化資源の多様性と農村ツーリズムの持続的発展に関する日仏共同研究
　2012年12月フランスにて、2013年1月日本にて調査を実施
    千葉大学大学院 教授 大江靖雄（千葉）
    ¥1,200,000 （11,483€）

教育・研修・講演
＊ ナンシー・エコール・デ・ミンヌ日本研修旅行
　情報システム科の学生22名と引率者4名が2012年3月28日から4月3日まで来日
    財団法人金沢国際交流財団（金沢）
    ¥900,000 （9,123€）

　日仏シンポジウム「ルールとルーツの対話」準備
　2014年3月予定のアンドレ・マルローへのオマージュとするシンポジウムの開催準備
    笹川日仏財団自主事業
    10,000€ （¥1,045,100）

　ブルゴーニュ・リーグ柔道家の来日
　柔道家19名、指導員4名、リーダー10名が2012年8月21日から9月1日まで筑波に滞在
    柔道・柔術・剣道および関連武道ブルゴーニュ・リーグ（ディジョン）
    10,000€ （¥1,045,100）

　フランス全国柔道形講習会
　2012年7月7日から12日まで、フランス人指導員240名を対象にした講習会に、講道館の柔道高段者6名を招待
    フランス柔道・柔術・剣道および関連武道連盟（パリ）
    10,000€ （¥1,045,100）

＊ 日仏高校生交流―コルマール・バルトルディ高校と広島・舟入高校
　2012年10月22日から11月１日までバルトルディ校の生徒37名と引率者3名が東京、広島、京都、奈良を訪問
    バルトルディ高校 日本語教諭 遠藤真理（東京）
    ¥1,400,000 （13,396€）

　ISARTデジタルと新潟コンピュータ専門学校NCCとの交流
　2012年8、9月、ISARTデジタルの学生12名と教授2名の日本滞在を支援
    デジタルアート高等学院（ISARTデジタル）（パリ）
    15,000€ （¥1,567,650）

　ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ中・高等学校の日本語授業
　2012年度週20時間の日本語授業を実施するための支援
    ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ中・高等学校日仏友好協会（パリ）
    20,000€ （¥1,974,626）
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出版・コミュニケーション・メディア
　ジャン=マルク・フォラックス『地蔵』展カタログ出版
　2012年6月にギャラリー・タルマールで開催された展覧会カタログを出版。序文はフランソワ・ラショー氏
    ギャラリー・タルマール（パリ）
    3,000€ （￥295,950）

＊ 渡辺諒著『フランス・ミュージカルへの招待』出版
    春風社/221p./2012年12月発行/1000部
    ￥900,000 （8,612€）

＊ パリクラブ編『フランス人の流儀―日本人ビジネスパーソンが見てきた人と文化』
    大修館書店/247p./2012年6月発行/3000部
    ￥1,000,000 （9,569€）

　『ブルターニュ・日本―展覧会列島―』カタログ制作
　2012年、ブルターニュ州の美術館12館が収蔵する日本コレクションの紹介展のためのカタログ制作支援
    ブルターニュ州美術館学芸員協会（レンヌ）
    15,000€ （￥1,479,750）

　財団広報プロジェクト
　笹川日仏財団パリ本部のコミュニケーション活動、講演会、ウェブサイト、ニュースレター
    笹川日仏財団自主事業－パリ本部
    15,000€ （￥1,479,750）

　ジェローム・プリウール監督『ブーローニュの森の中の極東』
　2012年、デヌリー美術館についてのドキュメンタリー映画の制作と上映
    クレッシェンド・フィルム社（パリ）
    20,000€ （￥1,967,160）

　竹本忠雄著『L'âme japonaise en miroir （大和心の鏡像）』
    249p./2014年フランスで刊行/3000部
    ￥2,000,000 （23,044€）
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『フランス人の流儀 – 日本人ビジネスパーソンが見てきた人と文化』

『TÔKYÔ – Portraits & Fictions（東京断
想）』（2011年）

『Nouvelle garde（ヌーヴェル・ギャルド）』（2011年） 『マンガポリス – 漫画における日本の現代
都市』展カタログ（2011年）

『フランス・ミュージカルへの招待』



公 認 会 計 士 の 証 明 書42

　公認会計士の証明書

理事長殿

　笹川日仏財団の公認会計士として貴財団より依頼を受け、活動報告書およびホームページ公開を目的として作成さ
れた「2011-2012 年度財務の推移」（本証明書に添付）を確認いたしました。

　われわれの業務は契約監査でも限定的検証でもなく、フランスでの会計諸原則、特に証明に関する規則第 9030 号（商
法 A.823-30 条）に則って、以下の通り実施されました。
　• 今回提出された会計データが、笹川日仏財団の年次財務諸表（当該期間のそれぞれの年度について、公認会計士
　　による監査報告書に添付されているもの）と合致しているかどうかの検査
　• 資料の計算上の正確さに関する検査

　作業の結果、「2011-2012 年度財務の推移」について、その正確性を疑わせるような異常は見つかりませんでした。

　本証明書は、貴財団への情報として、2011-2012 年活動報告書およびホームページへの利用に限定して提供するも
のです。

　本証明書は、その他のいかなる利用にも用いられるべきではなく、また当方の事前許可なしに第三者に知らせては
ならないものといたします。

　2013 年 12 月 16 日、ヌイイ・シュル・セーヌにて
　公認会計士
　Deloitte & Associés
　ジャン = ピエール・ヴェルカメール
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年度	 基本財産	 資産合計	 流動資産	 決算額

			 
2011	 23,888,755 	 24,721,342 	 24,071,664 	 - 308,435 
2012	 23,888,755 	 24,878,385 	 24,253,939 	 207,987 
				  
合計				     
			 

			 
			   		
			   管理費	 	 特別寄附
年度	 総収入	 財務費用	 （減価償却を除く）	 事業費	 （東日本大震災）

					   
2011	 676,432 	 16,589 	 369,467 	 523,673 	 50,000 
2012	 1,190,876 	 2,335 	 455,531 	 498,991 
					   
合計	 1,867,308 	 18,924 	 824,998 	 1,022,664 	 50,000 
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助成金の申し込み方法

個人、法人を問いません。
申請は随時受け付けています。助成額に応じ理事会あるいは執行委員会が審査の上、決定します。最終決定まである程度の
時間がかかりますので、余裕を持って早めにお申し込みください。
フランスに在住している個人、法人からの助成の申し込みはパリ本部が、日本在住の個人、法人の申し込みは東京事務局が受け
付けています。
申請のための特別な書式はありませんが、次の項目を盛り込んだ文書をご送付ください。

申請者名、所属機関名、申請者および担当者の連絡先
 ・ 申請目的、事業名、事業の概要
　内容、対象人数、期間、実施場所など
 ・ 事業の目的、意義、期待される効果
　800字程度
 ・ 収支予算および助成希望金額
　内訳、積算根拠を添えてください。また、他の助成団体にも申請している場合は、その旨を書き加えてください。
 ・ これまでの活動実績
 ・ その他参考となる資料

申請にお応えできない場合は、速やかにその旨をご連絡します。さらに検討をさせていただきたい場合は、必要に応じて追加資料
の提出をお願いする場合があります。

助成をお断りしているプロジェクト
純然たる個人目的、商業目的、営利目的のもの
建築または土地、建造物などの取得、維持、保存などを目的とするもの

助 成 金 の 申 し 込 み 方 法
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パリ本部
　エリック・モレ	 フランス側事業責任者／コミュニケーション担当
　マリー=ジョゼ・ラルマン	 秘書・アシスタント
　27, rue du Cherche-Midi 75006 Paris
　Tel: 33 (0)1 44 39 30 40 Fax: 33 (0)1 44 39 30 45
　E-mail:eric-mollet@ffjs.org および info@ffjs.org

東京事務局
　髙木　雄次	 東京事務局長
　伊藤　朋子	 東京事務局次長／日本側事業責任者
　〒 107-0052 東京都港区赤坂 1-2-2 日本財団ビル
　Tel: 81 (0)3 6229 5448 Fax: 81 (0)3 6229 5449
　E-mail:t-ito@ffjs.org

ホームページ
　http://www.ffjs.org

謝辞
笹川日仏財団は、プロジェクトを実施された皆さま、プロジェクトにご参加してくださった皆さま、情熱と
献身をもって、日仏関係の豊かな発展に寄与してくださった皆さまに対し、厚く感謝申し上げます。

また、この報告書のために写真掲載を快くご承諾してくださったすべての方々に御礼申し上げます。

FONDATION RECONNUE
D ’ U T I L I T É PUBLIQUE 

FONDATION
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SASAKAWA
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企画制作
　伊藤朋子、エリック・モレ

グラフィックデザイン
　ジェローム・グル = ラドゥネ（グローバル・ルージュ、パリ）

印刷製本
　株式会社アトラスネットワーク

　2015 年 1 月発行

　発行者　笹川日仏財団
　©2014　執筆者
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谷村 祐花（最優秀賞）
京都市出身。
京都のデザイン会社で広告をつくっている。
自分のスタイルのデザインを確立させていきたい。

時藤 愛

神戸市出身。
現在はインテリアメーカーのデザイナーとして修行中。
将来は自身のイラストレーションやグラフィックをもとに、
分野に縛られず、様 な々デザインを作りたい。

橋本 隆史

神戸市出身。
大学院生としてデザインについて学んでいる。
デザインの技術を活かして、社会貢献できたらと思っている。

アゴストン・アリンコ Agoston ALINKO（最優秀賞）
ブダペスト（ハンガリー）出身。1989年生まれ。14歳の時にフラ
ンス留学を決意。フランス国立高等装飾美術大学（ENSAD）
卒業後はハンガリーには戻らず、フランスでの生活を予定。昨年
半年間、阿佐ヶ谷美術専門学校にて学ぶ。フォルムを追求し、
生のままの表現をすることで、シンプルさ故に意味のあるような作
品づくりを目指す。

ノルヴェン・ヴュイリエ Nolwen VUILLIER

1991 年パリ生まれ。ENSADイマージュ・アンプリメ専攻。半
年間ニューヨークのパーソンズ美術大学イラスト科で学んだ後、
ENSADでの学業を修了するため、たくさんのデッサンとアイディアを
フランスに持ち帰ったところである。

マリー=ガブリエル・ジャニィ Marie-Gabrielle JANY

1991 年フォントネー・オー・ローズ（パリ郊外）生まれ。デッサンと裁
縫を愛するENSAD の学生。現在５年生（最終学年）で、将
来はイラストで仕事をしていきたいと考えている。今回提案した表紙
は、トワル・ド・ジュイというフランスの伝統的な布地のデザインに着想
を得て、その特徴的な部分（赤色、円形や楕円形の枠、花柄）
を生かしつつ、フランスの美食をテーマとして描いた。

笹川日仏財団
活動報告

本報告書の表紙を飾るのは、フランス国立高等装飾美術大学（ENSAD）と京都

市立芸術大学ご協力のもと、2013年に当財団が実施したコンクールの最優秀作

品です。

コンクールにはENSADでイマージュ・アンプリメを専攻する学生（3年生）と京都市

立芸術大学ヴィジュアル・デザイン科に所属する学生（4回生）が参加しました。

彼らへの課題は、それぞれ自分の国を紹介する絵を描くということ。

出品された中から2作品が最優秀賞に輝きました。ひとつはENSADのアゴストン・ア

リンコさんの作品で、日本語版の報告書の表紙を飾っています。もう一つは谷村

祐花さんの手になるもので、こちらはフランス語版の表紙に選ばれました。2名に

は1,000 €（10万円）の賞金が授与されました。その他各校から2作品ずつ、計

4作品が入賞し、ノルヴェン・ヴュイリエさん、マリー=ガブリエル・ジャニィさん、

時藤愛さん、橋本隆史さんには賞金として250€（3 万円）が贈られました。

このコンクールに熱意を持って参加してくださった学生のみなさんと、ENSADのグ

ザヴィエ・パンゴー先生と前田宏先生、京都市立芸術大学の辰巳明久先生に厚

く御礼申し上げます。
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は、トワル・ド・ジュイというフランスの伝統的な布地のデザインに着想
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を生かしつつ、フランスの美食をテーマとして描いた。
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本報告書の表紙を飾るのは、フランス国立高等装飾美術大学（ENSAD）と京都
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立芸術大学ヴィジュアル・デザイン科に所属する学生（4回生）が参加しました。

彼らへの課題は、それぞれ自分の国を紹介する絵を描くということ。

出品された中から2作品が最優秀賞に輝きました。ひとつはENSADのアゴストン・ア

リンコさんの作品で、日本語版の報告書の表紙を飾っています。もう一つは谷村

祐花さんの手になるもので、こちらはフランス語版の表紙に選ばれました。2名に

は1,000 €（10万円）の賞金が授与されました。その他各校から2作品ずつ、計

4作品が入賞し、ノルヴェン・ヴュイリエさん、マリー=ガブリエル・ジャニィさん、

時藤愛さん、橋本隆史さんには賞金として250€（3 万円）が贈られました。

このコンクールに熱意を持って参加してくださった学生のみなさんと、ENSADのグ

ザヴィエ・パンゴー先生と前田宏先生、京都市立芸術大学の辰巳明久先生に厚
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